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判 例 研 究

〔
判
示
事
項
〕

一　

自
己
株
式
処
分
が
著
し
く
不
公
正
な
価
額
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

も
の
で
な
い
と
し
て
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
が
否

定
さ
れ
た
事
例

二　

所
定
の
手
続
を
経
な
い
で
著
し
く
不
公
正
な
価
額
で
行
わ
れ
た

新
株
発
行
で
あ
る
と
し
て
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任

が
肯
定
さ
れ
た
事
例

〔
参
照
条
文
〕

　

平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
一
一
条
三
項
、
二
六
六
条
一
項
、
二

八
〇
条
の
一
一 

〔
事
　
実
〕

　

Ｚ
（
補
助
参
加
人
）
は
、
昭
和
四
二
年
に
設
立
さ
れ
た
、
毛
髪
製

品
の
製
造
・
販
売
、
毛
髪
育
成
指
導
お
よ
び
美
容
業
・
理
容
業
等
を

目
的
と
す
る
株
式
会
社
で
あ
る
。
本
件
当
時
、
そ
の
定
款
に
、
株
式

を
譲
渡
す
る
に
は
取
締
役
会
の
承
認
を
要
す
る
旨
を
定
め
て
い
た
。

　

従
来
、
Ｚ
で
は
、
そ
の
株
式
を
、
役
員
、
従
業
員
、
持
株
会
等
が

保
有
し
て
き
た
が
、
平
成
一
三
年
頃
か
ら
役
職
員
の
退
職
が
相
次
ぎ
、

代
表
取
締
役
で
あ
る
Ｙ１
等
が
一
株
一
五
〇
〇
円
で
買
取
り
に
応
ず
る

こ
と
で
対
応
し
て
き
た
。
し
か
し
、
Ｙ１
の
保
有
株
式
数
増
加
に
よ
り

税
務
上
同
族
会
社
認
定
を
受
け
る
可
能
性
が
で
て
き
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
Ｚ
が
、
Ｙ１
の
保
有
株
式
の
一
部
を
取
得
す
る
こ
と
と
し
、
平
成

判
例
研
究著

し
く
不
公
正
な
価
額
に
よ
る
自
己
株
式
処
分
・
新
株
発
行
と

取
締
役
の
責
任
─
─
ア
ー
ト
ネ
イ
チ
ャ
ー
事
件
（
第
一
次
）

〔
商
法　

五
五
〇
〕

︵
東
京
高
裁
平
成
二
五
年
一
月
三
〇
日
判
決
（
上
告
・
上
告
受
理
申
立
て
）

事
件
番
号　

平
二
四
ネ
二
八
二
六
号

事
件
名　

損
害
賠
償
請
求
（
株
主
代
表
訴
訟
）
控
訴
事
件

掲
載
誌
：
金
商
一
四
一
四
号
八
頁
、
判
タ
一
三
九
四
号
二
八
一
頁

）
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一
四
年
七
月
か
ら
同
年
一
〇
月
ま
で
の
間
に
、
合
計
三
万
三
二
一
七

株
を
一
株
一
五
〇
〇
円
で
買
い
受
け
た
。
た
だ
、
こ
の
自
己
株
式
取

得
に
つ
い
て
は
、
取
引
銀
行
か
ら
消
極
的
な
意
見
が
強
く
、
ま
た
、

税
務
上
の
利
点
も
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
自
己
株
式
を
Ｙ１
が
買
い

戻
す
こ
と
で
解
消
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。
平
成
一
五
年
一
一
月
六

日
開
催
の
臨
時
株
主
総
会
で
、
Ｚ
の
保
有
す
る
自
己
株
式
三
万
三
二

一
七
株
を
一
株
一
五
〇
〇
円
で
Ｙ１
に
譲
渡
す
る
旨
の
議
案
が
、
出
席

株
主
の
議
決
権
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
に
よ
っ
て
承
認
可
決
さ
れ
、

同
月
一
七
日
を
払
込
期
日
と
し
て
実
施
さ
れ
た
（
以
下
「
本
件
自
己

株
式
処
分
」
と
い
う
）。
右
株
主
総
会
に
お
い
て
、
本
件
自
己
株
式

処
分
が
特
に
有
利
な
価
額
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る

説
明
は
行
わ
れ
ず
、
前
記
決
議
は
、
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
（
以

下
「
改
正
前
商
法
」
と
い
う
）
二
一
一
条
三
項
が
準
用
す
る
同
法
二

八
〇
条
の
二
第
二
項
所
定
の
特
別
決
議
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
。

　

平
成
一
六
年
二
月
、
Ｚ
で
は
、
設
備
投
資
等
の
資
金
調
達
と
役
職

員
に
株
式
を
保
有
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
新
株
発
行
を
行
う
こ

と
と
し
、
平
成
一
六
年
三
月
八
日
開
催
の
臨
時
株
主
総
会
で
、
普
通

株
式
四
万
株
を
発
行
価
額
一
株
一
五
〇
〇
円
と
し
て
第
三
者
割
当
の

方
法
に
よ
り
発
行
す
る
こ
と
、
割
当
先
と
し
て
、
Ｙ１
に
二
万
三
千
株
、

Ｙ２
（
被
告
・
Ｚ
社
取
締
役
）
に
五
千
株
、
Ｙ４
（
被
告
・
Ｚ
社
取
締

役
）
に
一
千
株
、
そ
の
他
四
名
（
い
ず
れ
も
訴
外
）
に
計
一
万
一
千

株
を
そ
れ
ぞ
れ
割
当
て
て
発
行
す
る
旨
の
議
案
が
、
出
席
株
主
の
議

決
権
の
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
に
よ
っ
て
承
認
可
決
さ
れ
、
同
月
二

四
日
を
払
込
期
日
と
し
て
実
施
さ
れ
た
（
以
下
「
本
件
新
株
発
行
」

と
い
う
）。
右
株
主
総
会
に
お
い
て
、
本
件
新
株
発
行
が
特
に
有
利

な
価
額
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
説
明
は
行
わ
れ
ず
、

前
記
決
議
は
、
改
正
前
商
法
二
八
〇
条
の
二
第
二
項
所
定
の
特
別
決

議
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

Ｘ
（
原
告
）
は
、
Ｚ
の
株
主
で
あ
る
。
Ｘ
は
、
本
件
自
己
株
式
処

分
お
よ
び
本
件
新
株
発
行
が
著
し
く
不
公
正
な
価
額
に
よ
り
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
株
主
代
表
訴
訟
に
よ
り
、
Ｙ１
ら
に
対
し
て
、

改
正
前
商
法
二
六
六
条
一
項
五
号
に
基
づ
く
損
害
賠
償
、
ま
た
は
、

同
法
二
八
〇
条
の
一
一
（
自
己
株
式
処
分
に
つ
い
て
同
法
二
一
一
条

三
項
が
準
用
）
に
基
づ
く
通
謀
引
受
人
の
責
任
等
と
し
て
、
二
二
億

円
余
を
会
社
に
支
払
う
よ
う
求
め
た
。

　

原
審
（
東
京
地
判
平
成
二
四
年
三
月
一
五
日
・
金
商
一
四
一
四
号

一
五
頁
）
は
、
本
件
自
己
株
式
処
分
は
著
し
く
不
公
正
な
価
額
に

よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し
、

本
件
新
株
発
行
に
つ
い
て
は
、
不
公
正
な
価
額
で
行
わ
れ
た
こ
と
を

認
め
、
Ｚ
が
二
億
二
〇
〇
〇
万
円
（
公
正
な
価
額
と
発
行
価
額
と
の

差
額
五
五
〇
〇
円
×
四
万
株
）
の
損
害
を
被
っ
た
と
し
て
、
改
正
前
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商
法
二
六
六
条
一
項
五
号
に
基
づ
く
Ｙ１
ら
の
損
害
賠
償
責
任
を
認
め

た
。
Ｘ
・
Ｙ
双
方
が
控
訴
し
た
。

〔
判
　
旨
〕

　

本
件
各
控
訴
棄
却
。
原
審
理
由
に
以
下
の
点
を
補
足
す
る
と
し
た
。

一　

本
件
自
己
株
式
処
分
に
つ
い
て

　
「
原
判
決
が
説
示
す
る
と
お
り
、
本
件
の
よ
う
な
非
上
場
会
社
の

自
己
株
式
が
処
分
さ
れ
た
場
合
の
価
額
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
自

己
株
式
処
分
に
関
す
る
規
制
の
趣
旨
、
目
的
を
踏
ま
え
つ
つ
、
同
処

分
が
行
わ
れ
た
経
緯
、
目
的
、
数
量
、
会
社
の
財
務
状
況
等
の
諸
般

の
事
情
を
考
慮
し
て
判
断
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
と
こ
ろ
、
Ｚ
の
株

式
は
、
役
員
や
社
員
持
株
会
等
の
関
係
者
の
間
で
１
株
当
た
り
１
５

０
０
円
で
取
引
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
本
件
自
己
株
式
処

分
は
、
実
質
的
に
は
Ｚ
が
同
族
会
社
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
を
回
避

す
る
た
め
に
Ｙ１
か
ら
取
得
し
た
株
式
の
買
戻
し
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、

そ
の
取
得
か
ら
処
分
ま
で
１
年
程
度
し
か
経
過
し
て
い
な
い
こ
と
な

ど
に
照
ら
す
と
、
本
件
自
己
株
式
処
分
に
お
け
る
公
正
な
価
格
と
し

て
は
、
Ｚ
の
取
得
時
に
お
け
る
取
得
価
格
と
同
額
の
１
株
当
た
り
１

５
０
０
円
と
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

　
〈
中
略
〉
上
記
の
事
情
、
そ
の
他
原
判
決
が
認
定
、
説
示
す
る
諸

事
情
に
照
ら
す
と
、
本
件
の
よ
う
な
経
過
で
行
わ
れ
た
本
件
自
己
株

式
処
分
に
お
け
る
公
正
な
価
格
の
算
定
に
当
た
り
、
Ｚ
の
将
来
の
収

益
力
に
着
目
し
て
株
式
価
値
を
算
定
す
る
イ
ン
カ
ム
・
ア
プ
ロ
ー
チ

の
手
法
で
あ
る
Ｄ
Ｃ
Ｆ
法
や
収
益
還
元
法
に
よ
る
の
が
相
当
で
あ
る

と
は
い
え
ず
、
Ｘ
の
上
記
主
張
を
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

二　

本
件
新
株
発
行
に
つ
い
て

　
「
本
件
新
株
発
行
が
行
わ
れ
た
当
時
の
Ｚ
の
株
式
価
値
に
つ
い
て

は
、
原
判
決
が
説
示
す
る
と
お
り
、
第
三
者
割
当
の
方
法
に
よ
る
新

株
発
行
に
関
す
る
規
制
の
趣
旨
、
目
的
に
照
ら
す
と
、
上
記
株
式
価

値
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
新
株
発
行
時
に
お
け
る
旧
株
式
の
客
観

的
な
交
換
価
値
を
基
準
と
す
べ
き
で
あ
り
、
本
件
の
よ
う
な
非
上
場

会
社
に
お
い
て
は
新
株
発
行
当
時
の
会
社
の
資
産
や
収
益
の
状
況
等

の
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
事
案
に
相
応
し
い
方
法
に
よ
っ
て
判
断

す
る
の
が
相
当
で
あ
る
こ
と
、
Ｚ
の
株
式
は
、
少
な
く
と
も
、
平
成

12
年
５
月
時
点
で
１
株
当
た
り
１
万
円
程
度
、
平
成
18
年
３
月
時
点

で
１
株
当
た
り
９
０
０
０
円
程
度
の
株
式
価
値
を
有
し
て
い
た
と
い

え
る
こ
と
、
本
件
新
株
発
行
が
行
わ
れ
た
平
成
16
年
３
月
当
時
の
株

式
価
値
は
、
平
成
12
年
５
月
時
点
の
株
式
価
値
を
大
き
く
下
回
る
こ

と
は
な
い
と
み
る
の
が
相
当
で
あ
る
こ
と
、〈
中
略
〉
平
成
16
年
３

月
時
点
の
株
式
価
値
は
１
株
当
た
り
７
８
９
７
円
な
い
し
７
１
１
３

円
と
算
出
さ
れ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
他
原
判
決
が
認
定
、
説

示
す
る
諸
事
情
を
総
合
考
慮
す
る
と
、
本
件
新
株
発
行
に
お
け
る
公
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正
な
価
額
は
少
な
く
と
も
１
株
当
た
り
７
０
０
０
円
を
下
回
ら
な
い

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

〔
研
　
究
〕

　

判
旨
一
に
つ
き
、
結
論
賛
成
、
構
成
に
疑
問
、
二
に
つ
き
、
結
論

反
対

一　

本
件
は
、
自
己
株
式
の
違
法
有
利
処
分
と
新
株
の
違
法
有
利
発

行
に
つ
い
て
、
取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
損
害
賠
償
責
任
（
改
正
前

商
法
二
六
六
条
一
項
五
号
、
現
会
社
法
四
二
三
条
一
項
に
相
当
）
お

よ
び
通
謀
引
受
人
の
責
任
（
同
二
八
〇
条
の
一
一
、
二
一
一
条
三
項
、

現
会
社
法
二
一
二
条
一
項
一
号
に
相
当
）
が
追
及
さ
れ
た
事
件
で
あ

る
。
結
論
と
し
て
、
自
己
株
式
処
分
に
関
し
て
は
有
利
処
分
と
は
認

め
な
か
っ
た
が
、
新
株
発
行
に
つ
い
て
は
有
利
発
行
と
認
め
、
取
締

役
の
会
社
に
対
す
る
責
任
を
認
容
し
た
。
有
利
発
行
を
め
ぐ
っ
て
、

取
締
役
の
会
社
に
対
す
る
責
任
や
通
謀
引
受
人
の
責
任
が
追
及
さ
れ

た
事
件
は
こ
れ
ま
で
も
あ
っ
た
が
（
杉
田
貴
洋
「
新
株
の
有
利
発
行

（
有
利
募
集
）
を
理
由
と
す
る
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
に
関
す
る
総
合

判
例
研
究
」
総
合
政
策
研
究
紀
要
（
尚
美
学
園
大
学
）
一
一
号
（
平

成
一
八
年
）
六
五
頁
以
下
参
照
）、
自
己
株
式
の
有
利
処
分
を
め

ぐ
っ
て
取
締
役
等
の
責
任
が
追
及
さ
れ
た
も
の
は
本
事
件
が
最
初
の

公
表
裁
判
例
で
あ
る
（
小
林
俊
明
「
原
審
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四

五
六
号
（
平
成
二
五
年
）
一
二
九
頁
）。
以
下
で
は
、
自
己
株
式
処

分
の
有
利
性
を
否
定
し
た
判
断
の
是
非
（
二
・
三
）、
有
利
発
行
と

会
社
の
損
害
（
四
）、
通
謀
引
受
人
の
責
任
に
よ
る
解
決
の
是
非

（
五
）
に
つ
い
て
順
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

二　

ま
ず
、
原
判
決
も
、
原
判
決
を
引
用
す
る
本
判
決
も
、
自
己
株

式
の
有
利
処
分
で
は
、
新
株
有
利
発
行
の
場
合
と
異
な
り
、
新
旧
株

主
間
の
富
の
移
転
の
問
題
が
生
ぜ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お

い
て
要
求
さ
れ
る
価
額
の
公
正
性
の
意
義
も
異
な
る
と
考
え
て
い
る

こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
（
水
島
治
「
本
件
判
批
」
武
蔵
大
学
論

集
六
一
巻
一
・
二
号
（
平
成
一
三
年
）
三
─
四
頁
）。
す
な
わ
ち
、

原
審
が
、「
本
件
新
株
発
行
と
は
異
な
り
、
新
旧
株
主
間
の
利
益
移

転
の
お
そ
れ
を
懸
念
す
る
必
要
の
な
い
本
件
自
己
株
式
処
分
」（
原

判
決
第
３
の
４
⑶
）
と
す
る
の
は
、
本
件
の
自
己
株
式
処
分
に
限
っ

て
富
の
移
転
の
懸
念
が
な
い
と
す
る
も
の
と
も
読
め
る
が
、
自
己
株

式
処
分
に
つ
い
て
の
価
額
の
公
正
性
に
関
す
る
理
由
と
新
株
発
行
に

つ
い
て
の
理
由
と
を
対
比
す
る
と
、
一
般
論
と
し
て
も
両
規
制
の
趣

旨
が
異
な
る
こ
と
を
前
提
に
理
由
が
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

る
。
原
判
決
第
３
の
２
⑵
は
、「
自
己
株
式
の
処
分
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
が
自
由
に
行
わ
れ
る
と
、
新
株
発
行
に
関
す
る
諸
規
制
が
潜
脱

さ
れ
、
払
込
金
額
の
公
正
や
譲
渡
制
限
会
社
の
株
主
間
の
持
株
比
率

が
確
保
さ
れ
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、〈
中
略
〉
新
株
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発
行
に
準
じ
て
取
り
扱
う
こ
と
と
し
て
い
る
」
と
し
、「
非
上
場
会

社
の
自
己
株
式
が
処
分
さ
れ
た
場
合
の
公
正
な
価
額
の
算
定
に
当

た
っ
て
は
、〈
中
略
〉
自
己
株
式
処
分
が
行
わ
れ
た
経
緯
や
目
的
、

数
量
、
会
社
の
財
務
状
況
等
、
諸
般
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
事
案
に

相
応
し
い
方
法
に
よ
っ
て
判
断
す
る
の
が
相
当
」
と
す
る
の
に
対
し

て
、
同
３
⑵
は
、「
第
三
者
割
当
の
方
法
に
よ
る
新
株
発
行
に
お
い

て
、
旧
株
式
の
持
分
価
値
よ
り
も
低
い
価
額
で
発
行
が
行
わ
れ
る
と
、

既
存
株
主
が
有
し
て
い
た
持
分
価
値
の
一
部
が
新
株
に
移
転
し
、
既

存
株
主
の
経
済
的
利
益
が
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
し
、「
非
上

場
会
社
に
お
い
て
行
わ
れ
た
新
株
発
行
の
公
正
な
価
額
の
算
定
に
当

た
っ
て
は
、
新
株
発
行
当
時
の
会
社
の
資
産
や
収
益
の
状
況
等
、
諸

般
の
事
情
を
考
慮
し
て
事
案
に
相
応
し
い
方
法
に
よ
っ
て
判
断
す
る

の
が
相
当
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
自
己
株
式
処
分
の
公

正
価
額
の
算
定
に
お
い
て
、
会
社
の
財
務
状
況
は
、
処
分
の
経
緯
や

目
的
な
ど
と
並
ぶ
一
考
慮
要
素
に
す
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
本
判
旨
で

は
、
新
株
発
行
の
株
式
価
値
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、「
新
株
発
行

時
に
お
け
る
旧
株
式
の
客
観
的
な
交
換
価
値
を
基
準
と
す
べ
き
」
と

す
る
の
に
対
し
て
、
自
己
株
式
処
分
の
価
額
の
算
定
で
は
そ
う
し
た

表
現
が
見
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
も
、
原
審
と
同
様
に
考
え
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
両
判
決
を
読
む
際
に
は
、
単
に
本

件
自
己
株
式
処
分
ま
で
の
経
緯
が
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
そ
の

処
分
価
額
（
払
込
金
額
）
が
著
し
く
不
公
正
で
な
い
と
さ
れ
た
の
で

も
、
処
分
当
時
の
「
客
観
的
な
交
換
価
値
」
と
し
て
の
株
式
価
値
を

恣
意
的
に
変
容
さ
せ
た
の
で
も
な
く
、
大
前
提
と
し
て
、
自
己
株
式

処
分
価
額
の
公
正
性
の
判
断
に
お
い
て
は
そ
も
そ
も
富
の
移
転
の
問

題
を
懸
念
す
る
必
要
が
な
い
（
あ
る
い
は
少
な
い
）
か
ら
、
処
分
ま

で
の
経
緯
を
考
慮
し
て
公
正
性
を
判
断
し
て
よ
い
と
す
る
枠
組
み
と

な
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
本
判
決
は
、
一
方
で
、

「
本
件
新
株
発
行
が
行
わ
れ
た
平
成
一
六
年
三
月
当
時
の
株
式
価
値

は
、
平
成
一
二
年
五
月
時
点
の
株
式
価
値
を
大
き
く
下
回
る
こ
と
は

な
い
」
と
述
べ
つ
つ
、
他
方
で
、
平
成
一
二
年
五
月
時
点
で
は
一
株

一
万
円
程
度
の
価
値
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
か
ら
、
本
件
自
己
株
式

処
分
が
行
わ
れ
た
平
成
一
五
年
一
一
月
時
点
の
「
株
式
の
客
観
的
な

交
換
価
値
」
も
こ
の
水
準
に
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
結
論
と
し
て
本
件
処
分
価
額
を
不
公

正
で
な
い
と
す
る
の
は
、
右
の
よ
う
な
前
提
か
ら
、
処
分
価
額
の
公

正
性
の
判
断
に
お
い
て
は
「
客
観
的
な
交
換
価
値
」
を
持
ち
出
す
必

要
性
が
な
い
（
小
さ
い
）
と
考
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

現
行
法
に
お
い
て
、
株
式
発
行
と
自
己
株
式
処
分
と
を
「
募
集
株

式
の
発
行
等
」（
会
社
法
一
九
九
条
以
下
）
と
し
て
一
つ
の
手
続
の

下
に
ま
と
め
た
の
は
、
両
者
で
関
係
者
に
与
え
る
影
響
の
点
で
差
異

が
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
（
相
澤
哲
＝
豊
田
祐
子
「
株
式
（
株
式
の
併
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合
等
・
単
元
株
式
数
・
募
集
株
式
の
発
行
等
・
株
券
・
雑
則
）」（
平

成
一
七
年
）
立
案
担
当
者
に
よ
る
新
・
会
社
法
の
解
説
・
別
冊
商
事

法
務
二
九
五
号
（
平
成
一
八
年
）
五
〇
頁
）。
本
事
案
当
時
の
商
法

二
一
一
条
は
、
自
己
株
式
処
分
に
つ
い
て
規
定
し
、
有
利
処
分
等
の

場
合
に
つ
き
新
株
発
行
の
規
定
を
準
用
す
る
形
式
を
採
っ
て
い
た
が
、

こ
れ
も
現
行
法
と
同
趣
旨
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
原
田
晃
治
ほ
か

「
自
己
株
式
の
取
得
規
制
等
の
見
直
し
に
係
る
改
正
商
法
の
解
説
」

（
平
成
一
三
年
）
金
庫
株
解
禁
等
の
理
論
と
実
務
・
別
冊
商
事
法
務

二
五
五
号
（
平
成
一
四
年
）
一
四
頁
）。
た
だ
、
金
庫
株
解
禁
前
の

上
場
会
社
の
実
務
で
は
随
時
の
市
場
売
却
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で

あ
り
、
同
改
正
法
の
下
で
も
少
量
の
処
分
の
場
合
に
は
所
定
の
手
続

に
拘
束
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
の
議
論
も

あ
っ
た
（
原
田
晃
治
＝
中
西
敏
和
「
金
庫
株
解
禁
等
改
正
商
法
を
め

ぐ
る
諸
問
題
」（
平
成
一
四
年
）
前
掲
・
別
冊
商
事
法
務
二
五
五
号

七
七
頁
。
な
お
、
平
成
一
七
年
会
社
法
案
一
七
九
条
参
照
。）。
こ
う

し
た
点
も
踏
ま
え
る
と
、
現
行
法
と
異
な
り
、
当
時
の
商
法
の
解
釈

と
し
て
は
、
新
株
発
行
と
自
己
株
式
処
分
と
で
価
額
の
公
正
性
に
関

し
て
も
異
な
る
意
義
を
与
え
る
こ
と
も
、
賛
否
は
と
も
か
く
と
し
て
、

一
応
あ
り
得
よ
う
。
し
か
し
、
現
行
法
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な
解

釈
は
許
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
く
（
後
述
）、
判
旨
の
こ
の
部
分
は
専

ら
改
正
前
商
法
を
前
提
に
し
た
解
釈
と
理
解
し
た
い
（
德
本
穰
「
原

審
判
批
」
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
四
七
号
（
二
〇
一
三
下
）（
平
成

二
五
年
）
九
三
頁
参
照
）。

三　

先
行
評
釈
で
は
、
本
件
自
己
株
式
処
分
を
Ｙ１
に
よ
る
実
質
的
な

買
戻
し
と
み
て
、
処
分
価
額
の
公
正
性
の
判
断
に
際
し
て
、
株
式
の

客
観
的
価
値
を
切
り
離
し
て
特
殊
事
情
を
考
慮
す
る
こ
と
に
違
和
感

は
な
い
と
す
る
も
の
も
あ
る
（
浜
辺
陽
一
郎
「
本
件
判
批
」
Ｗ
Ｌ
Ｊ

判
例
コ
ラ
ム
三
号
（
平
成
二
五
年
）
三
頁
）。
確
か
に
、
Ｙ１
か
ら
の

自
己
株
式
取
得
と
本
件
自
己
株
式
処
分
と
を
一
体
的
に
捉
え
、
Ｙ１
の

株
式
を
一
時
的
に
会
社
が
預
か
り
、
そ
れ
を
再
び
同
人
に
返
し
た
も

の
と
捉
え
れ
ば
、
会
社
の
取
得
価
格
と
処
分
価
格
と
が
同
額
で
あ
る

本
件
で
は
、
他
の
株
主
に
と
っ
て
損
得
は
な
い
と
も
い
え
る
（
あ
る

い
は
、
取
得
当
時
の
株
主
に
と
っ
て
「
有
利
な
」
価
額
で
の
取
得
で

あ
っ
た
た
め
株
主
は
い
っ
た
ん
利
得
し
て
い
た
）。
し
か
し
、
自
己

株
式
処
分
の
前
後
を
比
較
す
れ
ば
富
の
移
転
は
起
こ
り
得
る
の
で

あ
っ
て
（
山
下
徹
哉
「
原
審
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
五
三
号
（
平

成
二
五
年
）
一
一
〇
頁
）、
有
利
処
分
規
制
は
、
正
に
処
分
時
点
に

お
け
る
株
主
間
の
富
の
移
転
を
懸
念
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る

（
本
件
当
時
の
規
定
も
こ
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
る
）。
本
件
の
よ

う
な
事
情
は
、
株
主
総
会
に
お
け
る
有
利
処
分
の
理
由
と
し
て
説
明

さ
れ
、
そ
の
是
非
は
株
主
総
会
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

あ
る
。
ま
た
、
学
説
で
は
、
改
正
前
商
法
二
八
〇
条
の
二
第
二
項
の
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発
行
価
額
の
有
利
性
と
同
法
二
八
〇
条
の
一
一
の
発
行
価
額
の
不
公

正
性
と
の
判
断
に
お
い
て
、
基
準
に
差
異
を
つ
け
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
る
と
す
る
も
の
が
あ
る
（
森
本
滋
「
§
２
８
０
ノ
２
」
上
柳

克
郎
ほ
か
（
編
）『
新
版
注
釈
会
社
法
⑺
新
株
の
発
行
』（
昭
和
六
二

年
）
六
八
頁
）。
す
な
わ
ち
、
株
主
総
会
決
議
を
経
る
こ
と
な
く
時

価
を
下
回
っ
て
決
定
さ
れ
た
発
行
価
額
は
、
原
則
と
し
て
不
公
正
価

額
に
な
る
が
、
特
別
の
事
情
に
よ
り
既
存
株
主
の
利
益
を
害
し
て
い

な
い
こ
と
を
立
証
す
れ
ば
不
公
正
価
額
で
な
く
な
る
と
す
る
考
え
方

で
あ
る
。
し
か
し
、
事
前
と
事
後
と
で
基
準
を
使
い
分
け
る
こ
と
を

認
め
れ
ば
、
結
局
事
前
の
問
題
と
し
て
も
遵
守
さ
れ
な
い
結
果
と
な

ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
適
法
な
手
続
が
執
ら
れ
な
く
と
も
、
客
観

的
な
合
理
性
が
あ
れ
ば
許
容
さ
れ
る
と
の
評
価
に
は
与
し
得
な
い
。

四　

本
件
新
株
発
行
に
つ
い
て
、
本
判
決
は
、
有
利
発
行
と
認
め
、

そ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
会
社
の
損
害
を
認
め
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る

（
原
審
に
つ
き
、
こ
の
点
を
批
判
す
る
も
の
と
し
て
、
鳥
山
恭
一

「
原
審
判
批
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
九
五
号
（
平
成
二
四
年
）
一
二
九

頁
、
賛
成
す
る
も
の
と
し
て
、
川
島
い
づ
み
「
原
審
判
批
」
金
融
・

商
事
判
例
一
四
一
八
号
（
平
成
二
五
年
）
六
―
七
頁
。
本
判
決
に
つ

き
賛
成
、
德
本
・
前
掲
九
二
頁
、
小
林
・
前
掲
一
三
〇
頁
。）。
こ
れ

に
つ
い
て
、
会
社
に
損
害
が
生
じ
た
と
い
え
る
た
め
に
は
、
判
決
が

認
容
し
た
七
〇
〇
〇
円
と
い
う
発
行
価
額
で
も
Ｙ１
ら
引
受
人
が
同
数

の
株
式
を
引
受
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
ま
で
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
と

す
る
も
の
が
あ
る
（
田
中
亘
「
本
件
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
六
三

号
（
平
成
二
六
年
）
一
〇
九
頁
。
川
島
・
前
掲
六
頁
は
、
引
受
け
て

い
た
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
る
。）。
こ
れ
ら
の
事
情
の
立
証
の
困
難

性
は
措
く
と
し
て
、
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
有
利
発
行

を
前
提
と
し
た
所
定
の
手
続
が
執
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
有

利
発
行
と
し
て
の
手
続
を
執
る
べ
き
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の

に
、
損
害
額
の
算
定
に
お
い
て
は
公
正
な
価
額
で
発
行
さ
れ
た
場
合

と
の
比
較
か
ら
考
え
る
こ
と
に
、
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま

り
、
こ
こ
で
は
、
単
純
に
も
っ
と
高
い
値
段
で
売
る
べ
き
で
あ
っ
た

の
に
そ
れ
が
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
損
害
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
値
段
で
売
る
な
ら
ば
所
定
の
手
続
を
執

る
べ
き
で
あ
っ
た
の
に
そ
れ
が
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
損

害
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
所
定
の
手
続
が
な
か
っ
た

こ
と
と
、
右
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
た
損
害
額
と
の
間
の
因
果
関
係

（
事
実
的
因
果
関
係
）
を
肯
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
、
取
締
役
の
価
額
決
定
過
程
に
任
務
懈
怠
が
あ
っ
た
と
す
る

方
が
会
社
の
損
害
と
の
因
果
関
係
が
直
接
的
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ

る
（
水
島
・
前
掲
六
頁
）
が
、
よ
り
慎
重
で
あ
っ
た
な
ら
ば
価
額
の

有
利
性
に
気
付
い
た
（
そ
う
で
あ
れ
ば
所
定
の
手
続
が
執
ら
れ
た
）

は
ず
だ
と
は
い
え
て
も
、
そ
こ
か
ら
、
よ
り
高
い
価
額
が
採
用
さ
れ
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て
い
た
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
ま
で
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
本
事
案
は
、
必
要
な
調
達
額
が
確
定
し
て
お
ら
ず
、
し
た

が
っ
て
、
公
正
価
額
で
発
行
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
少
な
い
株
式
数

で
発
行
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
事
案
で
あ
っ
て
、
直
接
損
害
説

（
有
利
発
行
に
お
け
る
株
主
の
損
害
を
直
接
損
害
と
捉
え
る
）
の
立

場
か
ら
も
会
社
の
損
害
発
生
を
肯
定
す
る
余
地
の
あ
る
事
案
で
あ
る

と
す
る
も
の
が
あ
る
（
川
島
・
前
掲
六
頁
、
山
下
・
前
掲
一
一
〇
頁
、

李
艶
紅
「
本
件
判
批
」
早
稲
田
法
学
八
九
巻
四
号
（
平
成
二
六
年
）

二
〇
九
─
二
一
〇
頁
）。
し
か
し
、
公
正
な
価
額
で
あ
れ
ば
よ
り
少

な
い
株
式
数
で
発
行
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
こ
と
を
立
論
の
前
提
と

す
る
立
場
が
直
接
損
害
説
だ
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
誤
解
で
あ
る
。
直
接
損
害
説
は
、
有
利
発
行
に
よ
る
稀
釈
化

の
損
失
は
、
株
式
分
割
で
生
ず
る
株
式
減
価
と
同
様
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

に
よ
り
生
ず
る
も
の
で
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
会
社
の
損
害
を
観
念

す
る
余
地
が
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
杉
田
貴
洋
「
募
集
株
式
の

発
行
等
に
お
け
る
公
正
な
払
込
金
額
」
私
法
六
九
号
（
平
成
一
九

年
）
二
二
六
頁
）。
ま
た
、
既
存
株
主
に
生
ず
る
損
失
に
つ
い
て
も
、

当
該
有
利
発
行
以
前
の
、
現
実
に
そ
う
で
あ
っ
た
株
式
価
値
と
、
有

利
発
行
後
の
、
現
在
の
価
値
と
の
差
額
と
し
て
説
明
す
る
立
場
で
あ

る
。

五　

通
謀
引
受
人
の
責
任
の
成
立
を
認
め
て
解
決
す
べ
き
で
あ
っ
た

と
す
る
指
摘
も
あ
る
（
永
井
和
之
「
原
審
判
批
」
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
２

０
１
３
・
３
（
平
成
二
五
年
）
八
二
頁
、
鳥
山
・
前
掲
一
二
九
頁
）。

Ｘ
の
持
株
数
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
そ
の
損
失
額
を
算
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
仮
に
、
既
存
株
主
の
う
ち
Ｙ１
・
Ｙ２
以
外
の
株
主
全

員
が
本
件
新
株
発
行
の
違
法
性
を
問
題
視
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ

の
損
害
総
額
を
計
算
す
る
と
七
六
〇
〇
万
円
ほ
ど
で
し
か
な
い
。
そ

の
解
決
に
、
会
社
に
二
億
二
〇
〇
〇
万
円
支
払
わ
せ
る
と
い
う
の
は
、

合
理
的
と
は
思
わ
れ
な
い
。
自
己
株
式
処
分
の
違
法
性
を
認
め
て
い

れ
ば
、
こ
の
差
は
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
（
違
法
性
を

否
定
し
た
実
質
的
な
動
機
が
こ
こ
に
あ
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ

う
）。
こ
の
制
度
に
は
立
法
論
と
し
て
疑
問
が
あ
る
（
杉
田
貴
洋

「
新
株
の
有
利
発
行
と
既
存
株
主
の
経
済
的
利
益
の
保
護
」
法
律
学

研
究
二
六
号
（
平
成
七
年
）
五
八
頁
以
下
）
が
、
適
用
に
当
た
っ
て

も
慎
重
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
（
Ｙ１
・
Ｙ２
を
含
め
た
既
存
株
主
全
体

の
損
害
額
も
二
億
円
に
止
ま
り
、
会
社
の
「
損
害
」
と
さ
れ
る
二
億

二
〇
〇
〇
万
円
に
及
ば
な
い
。
い
わ
ゆ
る
「
二
重
の
利
得
」
論
は
こ

の
解
決
の
不
合
理
性
を
過
小
評
価
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。）。

六　

以
上
の
と
お
り
、
本
件
自
己
株
式
処
分
に
つ
い
て
、
処
分
価
額

の
公
正
性
の
判
断
基
準
に
関
す
る
判
旨
の
考
え
方
に
賛
成
で
き
な
い

が
、
損
害
発
生
を
否
定
し
た
結
論
に
は
賛
成
す
る
。
ま
た
、
本
件
新

株
発
行
に
よ
り
会
社
に
損
害
が
発
生
し
た
と
す
る
判
旨
に
は
賛
成
で
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き
な
い
。

付
記　

本
事
件
の
評
釈
と
し
て
、
本
文
中
に
挙
げ
た
も
の
の
ほ
か
、

山
田
剛
志
「
原
審
判
批
」
判
例
評
論
六
四
九
号
（
平
成
二
五
年
）
一

六
四
頁
以
下
、
弥
永
真
生
「
本
件
判
批
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
五
五
号

（
平
成
二
五
年
）
二
頁
以
下
、
萬
澤
陽
子
「
本
件
判
批
」
法
学
教
室

判
例
セ
レ
ク
ト
２
０
１
３
Ⅱ
（
平
成
二
六
年
）
一
七
頁
が
あ
る
。

杉
田
　
貴
洋
　


